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資料11

練馬区国際交流 0多文化共生基本方針

平成 24年 (2012年)3月

練 馬 区



国際交流 とは・・・

地域における国際交流は、異なつた言語、生活、習慣等を持つ人々と出

会うことにより、地域の文化、社会、歴史が持つ長所、魅力等を再認識す

るとともに、国際交流の相手地域から良い点を学ぶことにより、地域の文

化、社会等をより豊かなものとし、地域の活性化をもたらす。また、地域

住民が直接、国際交流活動を行 うことにより、世界に貢献するという意識

改革が進むことが期待できる。地方公共団体、民間団体、更には個人の行

う各種交流・協力事業が草の根レベルでの相互理解を深めることにより、

国と国との関係を真に厚みのあるものとし、世界平和に貢献することが期

待できる。

(平成元年 2月 自治省 「地域国際交流推進大綱の策定に関する指針につい

て」の文中、地域における国際交流の意義と目的より要約)

多文化共生とは・・・

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等

な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと。

(平成 18年 3月 総務省 「多文化共生の推進に関する研究会報告書」より抜

粋)
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基本方針の策定にあたって

策定の背景

(1)国の国際化行政

情報 。通信技術の急速な発展 と経済活動のグローバル化 によって、

国境 を越 えた人の移動が活発 に行われ るよ うにな り、国は 「地方公

共団体における国際交流の在 り方に関す る指針」(昭和 62年 3月 )注
1

等 を策定 し、地方公共団体が国際化 に取 り組む ことを推進す る姿勢

を明確 に した。

また、国の様 々な取組 によ り在留外 国人や訪 日観光客が年々増加

す るとともに、平成 2年の 「出入国管理及び難民認定法 (入管法 )」

改定
注2に よって、外国人住民は多国籍化 し、永住資格や 日本国籍 を

取得す る者 も増加 した。

これ らの ことを踏まえ、国籍や民族 な どの異なる人々が、互いの

文化的違いを認 め合い、対等な関係 を築 こ うとしなが ら、地域社会

の構成員 として共に生きてい く多文化共生の地域づ くりを進 める必

要があるとして、地方公共団体に向けた 「地域における多文化共生

プラン」 (平成 18年 3月 )注
3を

策定す るとともに、「住民基本台帳法」

が改正 (平成 21年 7月 )注
4さ

れ、外国人住民 も住民基本台帳制度が適

用されることとなった。

9)練馬区の現況と国際化行政

区内の在住外国人は年々増加する傾向にあり、外国人登録者数は

平成 24年 1月 1日 現在 13,017人 である。外国人登録者はこの 10年

間で 1.12倍に増加 し、区民全体 (平成 24年 1月 1日 現在、707,903

人)に 占める割合は 1.84%、 国籍も 100か国を超えている。

区では、これまで区民の国際理解の促進を図るために、外国文化



の紹介や 区民同士の交流事業 を行 うとともに、外国人 区民には 日本

語教室や外 国語 による情報提供、相談窓 口の設置 といつた支援 を行

ってきたところである。

また、平成 18年度か ら、交流事業関係者、ボランテ ィアお よび外

国人区民を構成員 とす る 「練馬 区国際交流事業推進連絡会」 を設置

し、国際交流事業の効果的な推進 と関係者 間の連携 を図つている。

更に、平成 21年度には、「練馬 区外国籍住民意識意向調査」
注5を

実

施 した ところである。

一方、海外都市 との交流 は、平成 4年に中国北京市海淀 区 と 「友

好協力交流に関す る合意書」、平成 6年にオース トラ リア・クイー ン

ズラン ド州イプス ウィッチ市 と 「友好都市提携 に関す る合意書」 に

調印 し、 自治体間の交流のみな らず、文化芸術、スポーツ、青少年

の派遣を通 じて住民同士の交流 を図つてきた ところである。

また、平成 21年 4月 には、フランス・アヌシー市お よびアヌシー

都市圏共同体 とアニメ産業交流協定を締結 した。

侶)練 馬区基本構想お よび練馬 区長期計画の施策

区政経営の基本指針である 「練馬区基本構想」では、10年後の練

馬 区のあるべき姿 として 「ともに築 き 未来へつな ぐ 人 とみ どり

が輝 くわがまち練馬」を掲げている。

基本構想 に基づいて策定 された長期計画 (平成 22年 3月 )で は、国

際交流・多文化共生に係 る施策 は 「分野別 目標 3 にぎわい とやす

らぎのあるまちを創 る」の「施策 335 多様な文化 。社会への理解 を

進める」に位置付 けられ、言葉や習慣の違いを超 えた相互理解・相互

協力の必要性の高ま りか ら、海外友好都市 との交流や 区内在住外国

人 との相互理解 と交流や協働 を一層進 める施策 を挙げている。



14)更 なる国際交流 。多文化共生の必要性

平成 23年 3月 11日 に 日本 を襲った東 日本大震災によ り、東北地方

は甚大な被害を被 った。 日本 に対 して、 これまで友好 関係や協力関

係 を結んでい る多 くの国か ら支援部隊や援助物資、義援金が届けら

れた。その一方で、不安 を感 じ母国へ帰国 した在住外国人 もいた。

今回の震災によ り、正確 な情報 と地域住民同士の絆や交流の重要性

が改めて浮 き彫 りになった。非常時に も正確 な情報 を提供す る体制

を整備 し、地域 コミュニテ ィが機能す るよ うに、国際交流 。多文化

共生の更なる推進が求め られている6

2 基本方針の位置付 け

これ までの様々な取組や「練馬 区外国籍住民意識意向調査」等の意見

を踏 まえ、長期計画の施策 を実施 してい くとともに、国際交流・多文化

共生施策 を更に充実 させ、総合的かつ計画的に推進 してい く上での指針

として、本基本方針 を策定す る。

国際交流 。多文化共生の基本理念

1 国際交流の基本理念

自治体同士の交流によ り相互理解 と親善を図 り、地域の国際化 を推進

す る。また、区民を主体 とした交流が活発 に行 われ、人や物が行 き交 う

ことで、経済や文化芸術、スポーツな ど幅広い分野での活動の活性化を

図 り、よ り豊かな地域社会 を築 く。自治体および区民による国籍や文化

の違いを超 えた信頼 関係 が築かれ ることによ り、世界平和に貢献する。



2 多文化共生の基本理念

外国人区民 と日本人区民が、互いの文化的違いを認 め合い、対等な関

係 を築 こ うとしなが ら、ltL域社会の構成員 として共に生きてい く・ことに

よ り、新たな文化の創造や地域活動の活性化 を図 り、誰 もが住みたい と

思 う地域社会を築 く。

Ⅲ 国際交流 。多文化共生の基本的な考え方

1 区民による活動の推進

国際交流 。多文化共生は、区民一人ひ とりが担い手であ り、多彩かつ

主体的に行われ ることが重要である。

国際交流が 自治体間の交流のみな らず、区民を主体に継続的に行われ

言葉や生活習慣が異なる人々 と触れ合 うことにより、異文化 に対す る理

解が深 ま り互いを尊重す る精神が育て られ る。また、日本の文化や歴史

が持つ魅力 を改めて認識す る。

更に、様 々な都市 との交流によ り、地域社会に新たな文化や魅力が創

造 され、住民や訪れ る人に とつても魅力的な練馬区となる。

また、外国人区民 と日本人区民が、地域における課題の解決 に向けて、

互いの違いを認 め、尊重 しなが ら共に取 り組む ことによ り、新たな地域

文化の創造や地域活動の活性化が図 られ る。

国際交流・多文化共生の推進 にあたつては、区民や様々な団体が行 う

活動の 自主性や創造性 を尊重 し、積極的な行動に結びつ くよ うにす るこ

とを基本 とす る。

2 区の役割

(1)国 際交流の推進



異なつた背景 を持つ諸都市 との交流 によ り、 自治体同士の友好 を

図 り、信頼 と協力関係 を築 くとともに、区民の国際交流 を促進する

ための国際交流活動の場の提供、情報の収集・提供のほか、区民 と

の連携 を図 りなが ら区民が主体的に交流 を行えるよ う支援す る。

12)多文化共生の推進

多文化共生による地域づ くりに向けて、外国人 を含む全ての人々

の人権尊重に配慮す るとともに、地域社会における多文化共生への

基盤整備 に努 めなが ら、区民や様々な団体の活動を支援す る。

国際交流 。多文化共生のための基本施策

1 国際交流の推進

(1)友好都市交流

ア 対等な友好 関係のもと、相手の状況やニーズを把握 し、自治体間

の信頼 関係 を深 めてい く。

イ 文化芸術 0ス ポーツ活動な どに携わつている多 くの区民の交流事

業への参加 を推進す る。

②  区民主体の交流

区民による自主的な交流が様々な分野で継続的に行われるよう支

援の仕組みを構築する。

(3 魅力あるまちづくり

ア 外国人にとっても分かりやすい表示等、ユニバーサルデザイン注6

の視点から地域のまちづくりを推進する。

イ 区民による交流が活発に行われることにより、地域産業や経済、

観光事業等が発展し、練馬区を訪れる人にとっても魅力あるまちに

なるよう、区民や様々な団体と協働 して交流事業を展開していく。



2 多文化共生の推進

外国人区民には地域に溶 け込めるよ うに支援 を、日本人区民には異な

る文化の理解 を促すための支援 を行 う。

また、多文化共生施策の拠点 となる施設 を整備 し、関係 団体等 との協

働 の充実を図る。

(1)コ ミュニケーシ ョン支援

ア 外国人区民に生活情報を外国語表記によつて提供す るとともに、

日本語 を学ぶ機会 と場の提供 に努め、言葉の壁 を取 り除 く。

イ 区職員は外国人区民に対 して、「や さしい 日本語」
注7を

積極的に

活用 し、 日本語 によるスムーズな意思の疎通 を 目指す とともに、

町会、自治会等の地域における活動 においても、「や さしい 日本語」

の活用について啓発 を行 う。

12)生活支援

ア 外国人 区民が福祉、医療、教育、防災 といつた生活 に密接にかか

わる情 報 を、必要に応 じて入手できるよ うに関連部署 との連携 を強

化 し情報発信 を行 うとともに、外国語 による相談窓 口を拡充す る。

イ 区民が 自ら提案す る交流事業や情報交換ができる多文化共生活

動の場 を提供す る。

(鋤 多文化共生のまちづ くり

ア 外国人 区民が 日本の文化や習 1貫 を理解 できるよ う紹介す るとと

もに、区民同士が互いの文化、習慣の違いを認 め合い、地域におい

て対等な人間関係 が築 けるよ う国際理解 に関す る啓発 を積極的に

行 う。

6



イ 地域社会における区民同士の交流が活発 に行われ、外国人区民も

地域の活動に積極的に参加 し、近隣住民同士の継続的な関係 が築け

るよ う地域活動団体 と協働 して交流事業を推進す る。

ウ 多文化共生による地域づ くりに貢献できる異文化 コミュニケー

シ ョンに秀でた人材 を育成す る。

14)地域活動団体、ボランティア等 との協働

ア 町会 。自治会、民間事業者、NPO,ボ ランティア団体お よび教

育機 関等 と積極的に連携 し、協働体制の充実を図る。

イ 多文化共生事業の協力者 として区に登録 しているボ ランティア

の活性化 に努め、連携の強化 を図る。

3 推進体制の整備

区民の主体的な活動を支援 し、国際交流事業お よび多文化共生事業を

総合的かつ効果的に推進す るために庁内に横断的な連絡調整組織 を設

置 し、連携体制の強化 を図る。

また、区民や 区内の団体を構成員 とす る連絡会を設置 し、区民や団体

か らの様 々な意見 を取 り入れた国際交流事業お よび多文化共生事業の

推進 を図る。



資料 用語解説

注 1 地方公共団体における国際交流の在り方に関する指針(昭和 63年 2月 自

治省)

地方公共団体による国際交流を、質・量ともに向上することが求められ

ているといつた認識の下、当面、地方公共団体が国際交流施策を策定し、

展開することに資するために国が提示した指針である。

注2 出入国管理及び難民認定法 (入管法)(昭和 26年政令第 319号 )

出入国管理制度、並びに難民条約および難民議定書に基づく難民認定制

度を定める法である。平成 2年 6月 の改定により、「定住者」の在留資格が

創設され、日系 3世まで就労可能な地位が与えられた。これにより、主に

ブラジル、ペルー等の中南米諸国からの日系人の入国が容易になった。

注3 地域における多文化共生プラン (平成 18年 3月総務省)

グローバル化の進展により、日本では外国人住民の更なる増加が予想さ

れるため、外国人住民施策は全国的な課題であると認識し、地方公共団体

においては、「国際交流」、「国際協力」と「地域における多文化共生」
～
の 3

つを柱として地域の国際化を一層進める必要があるとして、地方公共団体

における多文化共生施策の推進に関する指針 0計画の策定に資するものと

してプランを策定した。

注4 住民基本台帳法 (昭和 42年法律第 81号 )

住民に関する事務の処理を基礎とし、住民に関する記録を適正に管理す

る住民基本台帳制度を定める法である。平成 21年 7月 に住民基本台帳法の

一部を改正する法律が公布された。これにより、外国人住民についても、

日本人と同様に、住民基本台帳法の適用対象となった。

注5 練馬区外国籍住民意識意向調査 (平成 21年 10月報告書作成)

外国籍住民の現状や実態を調査することにより、区政の課題や区民のニ

ーズを把握し、練馬区全体の施策として、国籍や習慣が異なる人々が認め

合いながら共生する地域づくりを目指していくための基礎的資料とするた

め、練馬区在住の満20歳以上の外国籍住民の男女のうち、無作為抽出6,300

名、国際交流関係 17団体およびボランティア日本語教室 18団体に対して、

練馬区の住みやすさ、地域での交流、共生のまちづくりについて行政に望

む事等について、アンケー トによる調査を実施した。その結果、練馬区は

住みやすいと7割弱の方が感じている。日本での生活で困ることとして、



「ことば」との回答が 3割弱あつた。具体的には、「日本語の新聞やお知 ら

せを読むこと」と「役所や病院での説明を理解すること」が難 しいとの回

答が多かった。

共生のまちづくり推進に対する行政への要望 として、「偏見や差別をなく

す努力」、「日本人 との交流会やイベン ト」などの意見が出された。

注 6 ユニバーサルデザイン  '
すべての人のためのデザインを意味 し、年齢や障害の有無などにかかわ

らず、最初か ら出来るだけ多くの人が利用可能であるようにデザインする

こと。

注 7 やさしい日本語

平成 7年阪神 。淡路大震災を契機に災害が起きた時、確実に外国人被災

者に災害情報を伝えるために研究された「基本的な日本語能力」で理解で

きる日本語である。

<例 >

0「今朝」→ (み
lピ 朝) 。「確認する」→ (よ く見る)

。「余震」→茶農(後で 菜る 辺農)。「危険」→ (電ない)
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平成24年度地域振興課事業推進係事業予定表

事業名 事業内容

1地域における交流事業

11)国 際交流のつどい 内容 :日 本人区民と外国人区民との親睦、交流を図る会

規模 :年 1回 参加者 各100人  計200人程度

{2)国 際交流サロン 内容 :外国人と日本人が互いの国の料理や文化等を紹介して交流し、意見交換を行う。

規模 :年8回程渥(原則第4土曜 日)

0協働事業 内容:『 Next!練馬国際振興協会』と協働してt日 本人区民と外国人区民の交流事業を実施す
る。

2地域における多文化共生事業

(1)在住外国人相談 内容 :外国人 区民を対象に、英語、中国語、ハングルで区の事業・文化・学習情報の提供や
簡単な 日常生活上の相談を行う (毎週月～金曜 日の午後 1時～5時 ※ハングルは
金曜 日のみ )。

(2)通訳ボランティアの派遣 内容 :区の事業に関して日本語を母語としない外国人への通訳を、通訳ボランティアを派遣し
て行う。

(31日 本語講座(初級 1) 内容 :日 本語を母語としない外国人に、日常生活に必要な言葉や、文字の読み方を教える。

規模 :区 内在住・在勤・在学の外国ノ参加費2,000円 (テキスト代実費)

年2期 (9～ 10月 、1～ 3月 )2時間×週2回

に)日 本語講座 (初級2) 内容 :日 本語講座 (初級1)修了者またはそれと同等の日本語力の外国人を対象に、日本語
を教える。

規模 :区 内在住。在勤。在学の外国ノ参加費2,000円 (テキスト代実費)

年2期 (4～ 6月 、10～ 12月 )2時間×週2回

(5)こども日本語教室 内容 :日 本語を母語としない児童・生徒に、初歩からの日本語を教える。

規模 :小・中学生 無料 2時間

毎週土曜 日(祝 日、学校長期体業を除く)夏休みは集中クラス(平 日6回程度)

16)日 本語講師ボランティア
の仲介

内容 :区 内のボランティア日本語教室等の依頼を受け、登録しているボランティアとの仲介を
行う。

(7)外 国人のための防災説
明会

内容 :区内のポランティア日本語教室に出向き、
る体験を通じて防災の知識を深めてもらう。

規模 :年4回 各30人程度

外国人に初期消火の訓練や起震車などによ

18外国人のための資源分
別説明会

内容 :区内のボランティア日本語教室に出向き、
しながら理解してもらう。

規模 :年4回 各30人程度

外国人にごみの分別、出し方を実際に体験

19)外国語講座 内容 :区民の国際理解を推進するため、外国語の入門講座を開催する。

(韓国語、中国語+1言語)

規模 :年3期各1言語 各1(① 5月 ～7月 、②9月 ～12月 、③l月 ～3月 )

各言語受講者15名  参加費10,000円

10日 本語講師ボランティア

養成講座

内容 :区内のボランティア日本語教室等で活動するボランティアを育成する。

規模 :10～ 3月 2時間×20回 受講者20人程度 参加費10,000円 (テキスト代実費)

任J日 本語講師ボランティア
ブラッシュアップ講座

内容 :こども日本語教室ボランティア等講師のスキルアップを図るための研修

規模 :年2回 2.5時 間/回 各100洛

l14° (仮称)文化芸術・多文化
共生ひろば開設準備

内容:24年4月 から改修工事を行い25年 4月 1日 開設予定。施設の運営は委託を予定してい
る。

任0多文化共生理解講座 内容 :区職員を対象に「やさしい 日本語」を使つた窓口対応の研修を実施する。

規模 :年3回 3時間/回 各80名



平成24年度国際0都市交流課国際・都市交流担当係事業予定表

事業名 事業内容

1]矯率羹ξ讐糞
好交流内容:背晟椒;雅孫腎癬だ誓筆m、年桑轟瘍u蓬薫平饉褻①履彗脂手貯10年

を迎

2海外友好都市紹介事業

海外友好都市である海淀区とイプスウィッチ市を区民に広く紹介するため、パネルと写
内容 :真を展示し、各友好都市を紹介する講座を開催する。また、区役所アトリウムに友好都

市等の常設展示ケースを設置し区民への周知を図る。

規模 :年2回 各1週 間程度 展示期間中に友好都市紹介講座実施 (2時間)

3国 内外都市交流事業 内容 :日
営窪蒼製

との交流事業や、他の部署で実施している国内外との交流事業につ

433金鍵品語
°ホ~ムビ熔:G鸞翠幹Z衛鸞奪刑訟9ξ聾記ふ替
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みんなが住みやすい練馬区にするために防災に関するアンケー トにご協 力 ください。
ふくすうせんたくか

あてはまるものに○をつけてください。(複数選択可)

(1)程罰 富 口T
(2)年齢  (   )
(3)国籍  (

に ほん ご  はな

(4)あなたは日本語が話せますか。

① はい ② いいえ

(5)あなたは日本語が読めますか。

① はい ② いいえ

(6)あなたはT答・凸島基にlL案 してぃますか。

①ガピ天してぃる②茄
|ズ

してぃない③T答・凸島答のことを茄らない

(7)凸呆は屯農などの占殊爽讐がりぃ箇だと為ってぃましたか。

① 矢口つていた ② 矢口らなかつた

(8)様鳥とでは虔笠のりifl事寧緩が違難鵠になつていることを茄つていますか。

① 知つている ② 知らない

(9)防災訓練に参加したことがありますか。

① ある ② ない

(10)(9)で参加したことがないと答えた方にお聞きします。なぜ参加しなかつたのですか。

① 都合が悪かうた ② 関心がなかつた
くんれん

③ いつ、どこで訓練するのか知らなかつた

④ その他 (

(11)畠毛の差くで陽葵罰損がぁれば参加したいですか。

① したい ② したくない

(12)葵讐嬌秩警ダィャル171を効つていますか。

① 知つている ② 知らない

(13)あなたは、3月 11日の地震の時、どこに避難しましたか。

①童覆鵠 ②釜くの寧緩 ③茄り各いの家

④ 自分の職場 ⑤ どこに避難したらいいかわからなかつた

⑥ その他 (

(14)3月 11首の地震で困つたこと、大変だつたことはなんですか。

①栞・賓灯、様T電好などの購
l天

C歯りたい糟畢iボ天撃できなかつたこと



こうつう 0か ん  つか                   じ しん          ち しき  な

③ 交通機関が使えなかったこと ④ 地震についての知識が無かったこと

⑤ 地震が起きたときの行動の仕方が分からなかったこと
た

⑥ その他 (

がつ  にち  じ しん  あと  しぶん  くに  き こく                          くに  たい しかん            ｀

(15)3月 11日の地震の後、自分の国に帰国しましたか。また、あなたの国の大使館などから

帰国を促す連絡がありましたか。

① 帰国した ② 帰国していない / ① 連絡があつた ② 連絡はなかった

(16)地震|ごついての情報をどうやつて天撃しますか。
①テレビ・ラジオ②薪曽口難圭 ③ィンターネット ④誘葵蕪標 ⑤童覇
⑥ その他 (

(17)3宵 11旨の亮震の後、様鳥童のホームページに

'‖

菌藷で陽爽i誓報を掲識していますが、売
っていますか。

① 知っている ② 知らない

(18)地震に対してどんな備えをしていますか。

① 水や食料を準備している ② 地震で倒れないよう家具を固定している

③ 家族との連絡方法を確認している

G)イ可もしていない

⑥ その他 (         ｀

④非冒嬌簿1革を撃薦している

しょうらい じ しん  おこ      とき  ふ あん        なに

(19)将 来地震が起こつた時、不安なことは何ですか。

① 家族の無事 ② どこに相談すればいいかわからない③ 避難する場所がわからない

④ 何をすればいいかわからない ⑤ 得意な讐轟で情報が得られるか不安

⑥ 日本人とのコミュニケーション

⑦ その他 (

ぼうさい          ぎようせい    ようぼう  がつ  にち  じ しん  かん                じゅう    か

(20)防災についての行政への要望、3月 11日 の地震で感じたことなど、ご自由にお書きください。

練馬区総務部文化国際課

電話  03-5984-4333
FAX 03-3993-6500

)


